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株式のお手続に関するお問い合わせ先

第2 4回株主様見学会参加者募集のご案内
グループ中期経営計画について
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日　時 開催場所 募集人数 ご応募総数

高砂製作所
加古川製鉄所

コベルコ建機 広島事業所
真岡製造所

神戸総合技術研究所
神戸製鉄所

10月

2月

11月

2・3月

2017年

2018年

2018年

2019年

320人

450人

240人

290人

2,027通

1,614通

1,091通

2,408通

これまでの開催実績（過去4回分）

■ご見学コースには階段を含む比較的長い距離の徒歩の区間が含まれます。
■ 当日、株主様・同伴者様に徒歩でのご見学に支障があると当社が判断した

場合は、ご見学の中断・ルート変更等をお願いする場合がございます。
■ご応募が多数の場合、抽選とさせていただきます。

抽選の結果は9月上旬頃にご通知する予定です。
■ 同伴者様は1名まで（小学生以上）とさせていただきます。

なお、同伴者様がいらっしゃる場合は必ず参加申込はがきに
同伴者様に関する必要事項をご記入ください。
お申込後に、同伴者様の追加はお受けすることができません。

■ 以下の場合、ご応募は無効とさせていただきます。
・株主様ご本人のご応募・ご参加でない場合
・同伴者様を2名以上ご記入の場合
・申込番号を2つ以上選択されている場合、もしくは1つも

選択されていない場合
・株主様1名につき、2枚以上ご応募された場合
・株主様のお名前等、必要事項のご記入がない場合

創立
1905年9月

資本金
2,509億3,003万3,900円

発行済株式総数
3億6,436万4,210株

株主数
185,008名
従業員数
11,401名

株主名簿管理人・特別口座管理機関　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

当社株式に関する住所・氏名等の変更、配当金振込指定・変更、単元未満
株式買取・買増請求及び相続などのご相談、お手続きは、以下にお問い
合わせください。

〈お問い合わせ先〉
　〒541‐8502　大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

（通話料無料（平日9：00～17：00））
※証券会社にお預けの当社株式については、お預けの証券会社に

お問い合わせください。
※未受領配当金のお受取りのお手続きについては、三菱ＵＦＪ信託

銀行株式会社にお問い合わせください。

☎ 0120 - 094 - 777

※募集人数には同伴者様も含みます。

株主様見学会の概要

当社は株主の皆様に当社へのご理解を一層深めていただくために、
第24回株主様見学会を実施いたします。
今回ご覧いただくのは、高砂製作所でございます。
つきましては以下の内容にて開催いたしますので、ご案内申しあげます。

開催場所

対 象 者

募集人数

参 加 費

応募方法

お問い合わせ先

高砂製作所 兵庫県高砂市荒井町新浜２丁目３-１

201９年３月3１日現在、当社株式を1単元以上ご所有の株主様

320名（各回80名）

無料
※ただし、集合・解散場所までの往復交通費は各自のご負担とさせていただきます。

同封の参加申込はがきに必要事項をご記入のうえ、ご返送ください。
※対象者の方にのみ、はがきを同封しております。

【締切日 ： 2019年7月19日（金）到着有効】

株式会社神戸製鋼所　コーポレート・コミュニケーション部
株主様見学会係
TEL ０７８-２６１-４０６７
受付時間 １０：００～１７：００（土・日、祝日、その他会社の休業日を除く）

①
②
③
④

実施日時
（2019年）

解散予定
時刻

JR加古川駅高砂製作所

集合・
解散場所

申込
番号 集合時刻開催場所

11月13日

11月14日

8：50
13：30
8：50

13：30

13：00頃
17：45頃
13：00頃
17：45頃

※詳細は、ご招待状にてご連絡させていただきます。

以下の点につき、あらかじめご了承ください。
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2016～2020年度グループ中期経営計画
基本方針 進捗・成果
３本柱の事業成長戦略

経営基盤の強化

財務戦略

中長期経営ビジョンを実現するためには、信頼回復を前提とした、
「素材系を中心とした収益力強化」が、2019～2020年度の2年間における喫緊の課題

ⅰ）コーポレートガバナンスの強化
ⅱ）人材確保・育成
ⅲ）技術開発力・ものづくり力の向上

財務規律の維持とキャッシュ対策の実施

輸送機軽量化への取組み
鉄鋼事業の収益力強化

・上工程集約等の収益改善（鉄鋼）
・自動車軽量化戦略投資の意思決定等（鉄鋼・アルミ）
・中国でのショベル事業再構築完了（建設機械）
・大型ターボ圧縮機市場への参入等（圧縮機）

・取締役会構成見直し等（コーポレートガバナンス強化）
・企業理念の浸透活動（「Next100プロジェクト」）

キャッシュ創出（約1,100億円）等

真岡・神戸の新規電力プロジェクト推進

エネルギー・インフラ分野への取組み
建設機械事業の収益力強化

安定収益化への取組み

課題認識

品質不適切
行為

素材系の
生産面の課題

戦略投資
収益化の遅れ

原材料などの
コストアップ

素材系
事　業
機械系
事　業
電　力
事　業

●2017～2018年度で▲200億円を
超える業績影響

●お客様ご協力のもと、のべ688社の
お客様の安全性検証に区切りがつい
たものの、海外の訴訟対応等、未だ
解決すべき課題あり

●鉄鋼の生産トラブルで2018年度に
は▲100億円程度の損失が発生

●アルミ事業の生産効率の低下

●鉄鋼、アルミ、チタン事業等の戦略
投資案件で、収益化の遅れが発生

●原材料、物流費、エネルギー等のコスト
アップが顕在化

●再生産可能な販売価格の実現が課題

1

2
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■中期経営計画ローリング（2019～ 2020年度）の概要
主要テーマ 具体的な取組み

2019～2020
年度の重点テーマ

素
材
系
を
中
心
と
し
た

収
益
力
強
化

ものづくり力の強化と販売価格の改善

設備・制御保全体制の強化による生産トラブルの防止（鉄鋼／加古川製鉄所）
熱処理能力向上による生産性・歩留改善（アルミ／真岡製造所）
生産性改善（アルミ／大安製造所）

（原材料、物流費等の上昇に伴う価格改定／再生産可能な販売価格の実現／ソリューショ
ン提案等による高付加価値品の拡販）

戦略投資案件の
収益化

①自動車分野

（タイ／KMS）：特殊鋼認証手続きの完了
ルミパネル材（中国／天津）：ソリューション提案の強化
アルミ鍛造サスペンション（北米／KAAP）：設備保全体制の強化
アルミ押出（北米／KPEX）：拡販活動の推進

②航空機分野 チタン（日本／高砂製作所・日本エアロフォージ）：コストダウン・生産性改善

③エネルギー 機械　大型ターボ圧縮機（日本／高砂製作所）：コストダウン・性能向上

「鉄鋼」と「アルミ・銅」の組織改編による
「お客様への更なる貢献」

【素材】（鋼材、アルミ板）と【部品】自動車／アル（ ミ鋳鍛・押出、航空機／チタン・アルミ鋳鍛）を軸に改編
「鉄鋼事業部門」と「アルミ・銅事業部門」を「鉄鋼・アルミ事業部門（仮称）」と「金属素形材事業部門（仮
称）」へ（2020年4月以降）

経
営
資
源
効
率
化
／

経
営
基
盤
強
化

事業管理・ガバナンス面

事業の評価方法の見直し
事業評価指標として新たに投下資本収益率（ROIC）を活用
非財務指標による評価も2019年度より順次運用開始
グループ会社再編を含むグループガバナンスの強化

財務面
資金・資産の効率化（運転資金改善／投資厳選／政策保有株式縮減等）
→500億円をターゲットに「D/Eレシオ1倍以下」の財務規律を堅持

次期中期へ向け
た継続的テーマ

１．自動車軽量化戦略の着実な遂行

鉄とアルミ、溶接材料、異材接合技術を有する世界でも唯一のメーカーとして「ソリューション提案」を推進
により、自動車軽量化に貢献するソリューション提案力を強化

に加え、進展する電動化など、燃費・排ガス規制の厳格化に伴うニーズに対し、当社グルー
プの技術・製品・サービスを提供することで、さらなるCO₂削減に貢献

２．コーポレートガバナンスの継続的強化

「外部品質監督委員会」による再発防止策のモニタリングは終了。品質マネジメント向上に向けた継続的な取
組みのため、「品質マネジメント委員会」を設置
ガバナンス面：企業理念の浸透をはじめ、あらゆる面からのガバナンス強化策を実施
マネジメント面：品質保証体制を整備、品質キャラバン隊など継続的に取り組む
プ ロ セ ス 面：不適切行為の機会を排除した品質管理プロセスの構築を2020年度中に完了予定

３．人材確保・育成への取組み
４．IT戦略の強化
５．当社グループの特長を活かしたサステナビリティ経営の推進（事業活動を通じた環境・社会への貢献と持続的成長の追求）

※「2016～ 2020年度グループ中期経営計画」及び「中期経営計画ローリング（2019～ 2020年度）」の詳細につきましては、当社ホームページ（http://www.kobelco.co.jp)をご覧ください。

■KOBELCOの約束　Next100プロジェクト
2017年度に開始した、「KOBELCOの約束　Next100プロジェクト（次の100年に向けた活動）」をさらに推進し、信頼回復に向けた改革の実効性が高めら
れるよう、社長をはじめとする経営幹部が国内外の各事業所を回り、社員に対して「KOBELCOの３つの約束」「KOBELCOの６つの誓い」の趣旨やこれらに
込めた思いを直接語り掛ける活動を継続しています。 ※「KOBELCOの3つの約束」及び「KOBELCOの6つの誓い」の詳細は、裏表紙に掲載しております。

グループ企業理念の浸透を図るべく、社長による対話活動を2018年４月より、国内・海外の事業所・拠点のライン長クラス、各事業所の係長・職長
を対象に、2019年４月末までにのべ42事業所・拠点で、55回実施しているほか、各部門長、 経営幹部による対話活動も実施しております。 

● KOBELCOの約束月間
毎年10月を『KOBELCOの約束月間』と定め、当社グループ全従業員を対象にし、①グループ企業理念の浸透、②品質不適切行為の風化防止、③双
方向コミュニケーションを目的とし、上司・部下の垣根をなくした語り合う場を設け、コミュニケーションを活性化させる活動を実施しております。

● 社長、経営幹部による「事業所対話」
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